
北海道教育大学附属函館中学校 研究部

北海道教育大学附属函館中学校

令和元年度教育研究大会（201９.６.1４）

新学習指導要領の趣旨を実現する教育の展開
〜「探究」（総合的な学習の時間）を核としたカリキュラム・マネジメント〜

開 校 昭和22年4月1日

教員数 常勤：18名（大学教授と兼務の校長を含む）

非常勤（教科）：7名

生徒数 31４名（令和元年度）
（第1学年105名、第2学年104名、第3学年105名）

※平成２６年度入学生徒から３５人学級へ移行

特色
ある
取組

BYODによるchromebookの活用
※校内各所にアクセスポイント設置（関係者専用Wi-fi）
※活用時間や場所を固定しないシームレスな活用

本校の概要

http://www.hokkyodai.ac.jp/fuzoku_hak_chu/HP

Facebook https://www.facebook.com/huefzhak/

E-mail gunji.naotaka@h.hokkyodai.ac.jp

文部科学省「早寝早起き朝ごはん推進校事業」推進校・文部科学省「人権教育研究推進事業」・文部科学省「次世代の教育情報化推進事業『情報活
用能力の育成等に関する実践的調査研究』」（2019年度）・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成31年度教育課程研究指定校事業 (中学
校理科/カリキュラム・マネジメント) ・パナソニック教育財団「平成31年度（第45回）実践研究助成 一般」



１．研究主題設定の理由（冊子pp.3-4）
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「新学習指導要領の趣旨を実現する教育の展開」
（平成29年度〜平成31年度）

研究主題

平成28年12月21日 中央教育審議会 答申
平成29年 3月31日 新学習指導要領 告示
平成29年度 「周知・徹底」期間
平成33年度 全面実施（中学校）

平成33年度 次期「中学校学習指導要領」全面実施

新学習指導要領の趣旨を実現する
「新学習指導要領のモデル校」としての役割

「国の先端的研究校、大学の教育実習の機関としての機能、
地域の中核となる学校としての役割」



各学校は、学校教育目標等を実現するために、

・学校として育成を目指す資質・能力を明らかにする
・そのためにふさわしい教育内容を構成する という手続きで 教育課程 を編成

２．研究の経緯（1年次）（冊子pp.5-1２）
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『学びの地図』に基づいた各教科等の単元のデザイン（平成29年度）
研究１年次
研究副主題

中教審答申（H28.12.21）・新学習指導要領（H29.3.31）

「学校教育を通じて子供たちが身に付けるべき資質・能力や学ぶべき内容など
の全体像を分かりやすく見渡す」役割

「学びの地図」子供、保護者、地域、社会の関係者が活用できるもの

単元や題材のまとまり（＝長期的な視野）の中で、子供たちが「何ができるよ
うになるか」を明確にしながら、学習内容と学びの過程を組み立てていく。

資質・能力の育成を目指すために、
単元において学習内容や学習方法等を構成すること

＝「単元のデザイン」

単元や単位時間にどのような役割を担わせるのかを明確にする。



２．研究の経緯（１年次）（冊子pp.5-12）

本校が育成を目指す資質・能力の設定

「年間単元配列シート」の作成

「資質・能力シート」の作成

「単元デザインシート」の作成

評価・検討

授業実践

4
カリキュラム（各シート）の改善



３．研究の経緯（２年次）（冊子pp.12-18）
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カリキュラム・マネジメントを支える『評価』の工夫
（平成３０年度）

研究２年次
研究副主題

カリキュラム・マネジメント

生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現
に必要な教育の内容等を教科横断的な視点で組み立てて行くこと

教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

教育課程の実施に必要な人的または体制を確保するとともに
その改善を図っていくこと

研究１年次の課題 「成果を評価し、カリキュラムの再構成や授業改善に
つなげることで新たな教育を築いていく」こと

編成・実施したカリキュラムに対する評価と適切な改善を
日常的・単元ごとに取り組んでいくための考え方と
具体的な方策等を検討し、取り組んでいく。



本校が育成を目指す資質・能力の設定

「年間単元配列シート」の作成

「資質・能力シート」の作成

単元のデザイン（「単元デザインシート」の作成）

評価・検討

授業実践

カリキュラム（各シート）の改善
６

３．研究の経緯（２年次）（冊子pp.12-18）



(1)単元のデザイン時における評価計画の立案

評価資料・情報の意図的な計画と収集に努める

(2)①単元前における資質・能力シートの学習者への提示

その単元で育成を目指す資質・能力を生徒に示す

(2)②単元後の学習者による自己評価の実施

評価規準に基づいて生徒が自らの学習を振り返る

自己評価はgoogleフォームを活用して実施する

(3)単元（カリキュラム）の評価と改善

デザイン・実施した単元が、資質・能力の育成に資するものと
なり得ていたかを評価する取組を、継続的・日常的に行うために

７

「改善」の方向性として、「『次年度の同じ単元』の改善」
と「『今年度の次の単元』の改善」を見据える

３．研究の経緯（２年次）（冊子pp.12-18）



④各教科と探究との関係について整理する必要がある

研究２年次の結果

①カリキュラム・マネジメントを展開する際の評価について意義
を共有することができた

②探究においては、それぞれの学習活動ごとに実施した自己評価
を実施して次の学習活動につなげるような展開を構築できた

③各教科で育成された資質・能力を発揮するとともに、「市民と
して求められる資質・能力」の育成を直接的果たす場として
「探究」を位置づけることができた

成
果

②具体的な検証を可能にする評価規準の工夫が必要

①単元前における資質・能力シートの学習者への提示や単元後の
学習者による自己評価の実施に偏りが見られた

③情報活用能力や市民として求められる能力の位置づけを整理し
見直すとともに、資質・能力シートや単元デザインシートの改良

課
題

８

３．研究の経緯（２年次）（冊子pp.12-18）



４．研究の目的と目標（冊子p.18）

目的 中教審答申や新学習指導要領の趣旨を実現するための
中学校における教育の展開

目標 新学習指導要領全面実施の前年度（平成32年度）に、教育
課程編成等において参考となる「学びの地図」等の完成

５．研究体制
（冊子p.18）

９



６．研究内容（冊子pp.18-22）
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探究を核としたカリキュラム・マネジメント
（令和元年度（最終年度））

研究３年次
研究副主題

(1)評価規準の工夫

(2)資質・能力シートと単元デザインシートの改良

(3)教務部との協働による「研究成果の汎用化」

担当者評教科に関わらず活用できる評価規準の設定

資質・能力シートを廃止し、単元デザインシー
トを改良し、「探究」で育成を目指す資質・能
力や学習内容とのつながりを記述する

研究部ベースで推進してきた内容や成果を、教務
との協働で取り組む



７．その他の取組

１１

(1)道徳科を見据えた授業実践の蓄積

(2)本校としての「市民として求められる資質・能力」の設定と
その育成の中核としての特別活動の改善

(3)探究的な学びを創るためのリレー講演会「ツキイチプロジェクト」
探究的な学びを創るためのリ レー講演会

ツキイチプロジェ クト 2 0 1 8
北海道教育大学附属函館中学校
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【 お問い合わせ・ 申し込み先】
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第３ 回 1 1月1 9日（ 月）

o j i

第５ 回 １ 月2 5日（ 金）

o j

第１ 回 ６ 月2 9日（ 金）

o

第２ 回 1 0月1 2日（ 金）

j h

第４ 回 1 2月1 4日（ 金）

～生物から学ぶ環境技術～

観光

情報活用能力

働く こと
地域に貢献すること睡眠




